http://www.eeelw.com


本 科 生 学 士 学 位 论 文
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流行語から見た日本の社会的関心の動向
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要　旨

経済の発展とともに、大衆の文化的生活も豊かになってきた。流行語は現代生活が刻々と変化する中で生み出されたものであり、時代の流れのディスプレイとして、いつも大衆文化の生活の発展と変化をはっきりと示すものである。

本稿は現代日本新語、流行語の語源から現代日本の若者の心理的な変遷を探求したいと考え、まず、ここ10年の流行語を収集し、それを「外来語類」「ニュースと時事類」「アニメとドラマ類」「古い言葉に新しい意味を与える」「新しく作られた言葉」の6種類に分類し、分析した。また、中国の流行語も、ここ最近5年間のものを収集し、同様に分類した。

その資料をもとに表現の特徴や使い方を比較し、現代社会の関心の方向や、流行語の社会への影響について考察した。

その結果、日本と中国では流行語の興味の傾向が違うことや、インターネット社会特有の現象が起きていることを指摘した。

キーワード：新語；流行語；大衆文化
摘　要
随着经济的发展，大众的文化生活也日益丰富。瞬息万变的现代潮流中应运而生的产物——流行语，也是对社会变化最为敏感最为快捷的显示器，可以清楚地揭示出大众文化生活的发展与变化。

本文想要从现代日本新造词汇、流行语词根的角度探求现代日本年轻人心理状况的变化，首先，将近十年来的流行语收集并分成“外来语类”“新闻时事类”“动漫影视类”“旧词新用类”和“新造词汇”六个种类并加以分析。同时也收集了中国近五年的流行语，用同样的方法加以分类。

这些资料从根本上比较了流行语的表达特点和使用方法，对现代社会关注的趋势和流行语对社会的影响进行了详细的考察。

这个结果指出，中日两国对流行语兴趣偏向的差别，以及流行语引发的很多网络社会特有现象。
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流行語から見た日本の社会的関心の動向

１.はじめに

  日本の新語、流行語は民衆によって作られた媒介言語である。つまり、新語、流行語というものはチャットや BBS などの公共の交流の場に存在していて、インターネット文化を代表するものである。そしてそれが現実の生活の各方面に浸透し、人々の生活に影響を与えているものであると言える。研究者の中では、2000年ごろからネット流行語を収集して分類を加え、ウェブ上に毎年の流行語のランキングを発表する人がおり、社会的角度からそうした流行語の生産体制を研究している。

　目下、中国では日本の新語、流行語及びそれについての日本言語現象の深度分析は相対的に少ない。ある特定した時期に現れた流行語の発生と使用状況に対する定量考察や、近年来現れたネット流行語の発展傾向及びそれを影響した文化生活に対する考察などは意義があると思う。本稿は日本の新語、流行語の発生背景、造語法及び使用状況などの角度から、ここ十年の流行語の生産体制、特徴、表現形式などを考察する。データ分析によって、日本の大衆の心理的特徴、社会や文化の現状について深く理解が出来るのではないかと思う。

2.流行語について
　経済の発展とともに、大衆の文化的生活も豊かになってきた。流行語は現代生活が刻々と変化する中で生み出されたものであり、時代の流れのディスプレイとして、いつも大衆

文化の生活の発展と変化をはっきりと示すものである。

　流行語は普通の言葉ではなく、一定の期間だけ、多くの人々に使用される言葉である。

平成時代以前、このような言葉を「若者言葉」と呼んでいた。なぜなら、実際に若者だけが使っていて、すぐに廃れてしまったからである。しかし、1990年以来、若者だけでなく、子供やお年寄りなども使うことが多くなった。そこで、「若者言葉」ではなく、「流行語」または「新語」と呼ばれるようになったのである。

　日本では1984年から毎年「新語・流行語大賞」を選ぶという催しがある。2003年（平成15年）には株式会社ユーキャンと提携し、翌2004年（平成16年）より現代用語の基礎知識選『ユーキャン新語・流行語大賞』に改称された。受賞式典の司会には元TBSアナウンサーの生島ヒロシが担当する。毎年12月上旬に発表している。選考方法としては、読者審査員のアンケートを参考に、『現代用語の基礎知識』編集部がノミネート語を選出。選考委員会によってトップテン、年間大賞語が選ばれる。選考委員会は、姜尚中（東京大学名誉教授）、俵万智（歌人）、鳥越俊太郎（ジャーナリスト）、室井滋（女優・エッセイスト）、やくみつる（漫画家）、箭内道彦（クリエイティブ・ディレクター）、清水均（『現代用語の基礎知識』編集長）で構成される。そうして毎年、人気があった流行語を選出し、表彰しているのである。これらの入賞した流行語を分析すれば、社会的に重要であった行事を知ることができ、また文化的生活の中で流行しているものの動向も知ることができる。

これらの流行語に対する先行研究も多い。日本の学者たちはいろいろな視点からこの流行語を検討し、系統的な研究を行ってきた。中でも梅花女子大学教授の米川明彦氏や大阪外国語大学教授の小矢野哲夫氏はその中心である。彼らは日本語の若者言葉の歴史、背景、造語法及び使用状況などの多方面について、大量の例を通して客観的かつ系統的な分析を行ってきた。米川氏の「若者語を科学する」
と「若者語とは」
などでは若者言葉の定義、種類、造語法を具体的に分析している。特に、「若者語を科学する」の中では、日本語の若者語の歴史、発生背景、造語法及び使用状況などの多方面からの大量の例を通して、客観的に分析を行っている。小矢野氏の「流行語に見る現代若者像」
と「若者言葉を楽しみましょう」
などでは若者語を時代背景と結び合わせて、分析を行っている。

　一方、ネットの普及によって、中日両国の言葉の相互の融通がより多くなってきた。特に、日本の漫画、アニメ及びテレビ番組にはまった中国の若者は、社会の各階層の人よりも最新の流行語に触れる機会が多いため、日本の流行語が若者のあいだに流行し、それがネットを通して、さらに社会にまで広く伝わっているのである。そのため、中国でも日本の新語、流行語についての研究が数多くある。その多くは現代日本の新語、流行語の発生、伝播、形式などを詳しく分析している。例えば、陳文林氏の「日本2011年度流行语折射出的日本世相」
では流行語の発生形式から日本社会の特徴と日本人の心理状態を具体的に分析している。また、日本社会の歴史的発展という角度から日本の新語や流行語の発生と歴史を研究したものもある。林涵氏の「从流行语的演变看日本女性社会地位的提高」
と方海燕氏の「二战后十年间日本女性社会地位变迁———基于流行语的视角」
では、歴史的に見た女性の社会的地位の視点から流行語の発展を詳しく分析している。本稿は現代日本の流行語から現代日本の社会的関心の動向を探求したいと考えている。また、中国の最近の流行語と比較して、社会的関心の違いなども分析したい。特に言語の種類、語構成、表現内容という三つの角度から対照研究をし、流行語が反映した経済問題、政治問題、社会問題を考察する。そして、上記対照作業を踏まえ、日本と中国の社会面と若者の心理面における共通点を探すつもりである。
3.日本の流行語の構成の分析

  日本の流行語について、「外来語類」「ニュースと時事類」「アニメとドラマ類」「芸人の言葉」「古い言葉に新しい意味を与える」「新しく作られた言葉」の６つに分類した。ここではそれぞれについて具体例を挙げて説明する。
3.1　外来語類

  日本語の中では、数多くの単語が外来語から発展している。そこから見ると、日本人は外来語をよく重視しているようである。流行語の統計の結果から見れば、外来語から発展した流行語もたくさんある。例えば、2005年に、「クールビズ」、「ブログ」、「ボビーマジック」という流行語が入賞した。「クールビズ」は2005年夏、政府が主導した軽装運動から生まれた言葉で、「クール」（cool）と「ビジネス」（business）からなっている新語である。これは、ネクタイを外し、上着を脱ぐことで、冷房の温度設定を上げようというものである。ネクタイ業者に配慮したためか、秋口からはウォーム・ビズが提唱されている。次に、「ブログ」は「ウェブログ」（Web-log）の略称である。従前よりは格段に容易に、また低コスト（ときに無料）で、個人がウェブ上に日記や写真等を公開、更新できるため大人気になっている。他のブログと連携するトラックバックなど機能も十分である。そして、「ボビーマジック」は「Bobbi magic」である。2005年のプロ野球で日本一に輝いた千葉ロッテ・マリーンズのボビー・バレンタイン監督の采配、選手起用等への賛辞である。ロッテナイン（とりわけ前任時に育成された選手や今回抜擢された若手）を指してボビーチルドレンという言い方もある。以上のように、2005年の流行語の中で、外来語に関するものが大部分であった。

　2006年に入賞した「イナバウアー」と「メタボリックシンドローム」（メタボ）も外来語から発展したものである。「イナバウアー」は、ドイツのオリンピック選手Ina Bauerから来た言葉であるが、トリノオリンピックのフィギュアスケート金メダリスト、荒川静香さんの得意技として有名になった。この荒川さんの「イナバウアー」とは、上体を反らした独特のポージングである。また、「メタボ」は「メタボリックシンドローム」（metabolic syndrome）の略称である。代謝症候群、内臓脂肪症候群を指している。肥満に高血圧、高血糖、高脂血症などが重複して発症する状態で、心筋梗塞や脳梗塞になりやすい状況を指している。この言葉が流行するということは、日本には健康を重視する人がたくさんいるということであろう。

　2007年に入賞した流行語は「ネットカフェ難民」である。これは、働いてはいるものの、事情によりネットカフェ（net cafe）に寝泊まりする人たちのことで、これがネットカフェ難民として報道されたことで有名になった。ただ、「難民」という言葉は「戦争・天災などのために困難に陥った人民。特に、戦禍、政治的混乱や迫害を避けて故国や居住地外に出た人」という意味であり、かなりマイナスのイメージを持つため、日本複合カフェ協会では「難民」という言葉の使用を控えることを求める緊急アピールを発表した
。その後も「ネットカフェ難民」は社会の話題になっている。

　2009年に入賞した「ファストファッション」も外来語「fast fashion」から発展したものである。意味は、百貨店の苦境が続く中、売り上げを伸ばしている「安くて手軽なファッション」のことである。特に、日本ブランドである「ユニクロ」や「しまむら」、「ｇ.ｕ.」が健闘していたが、海外から「Ｈ＆Ｍ」「ZARA」「フォーエバー21」などが参画してきたことで、大きな社会現象になったことで流行語に選ばれたのである。

　2010年には「イクメン」という言葉が出てきた。これは容姿がかっこいい男性を表す「イケメン」という言葉をもじって作られた新語である。「イク」は漢字「育」の発音で、「メン」は英語「men」からきた外来語である。つまり「イクメン」とは育児を積極的に行う男性のことを指す。さて、この新語を作ったのは、ほかでもなく、なんと日本政府である。王凌氏の「透过流行语看现代日本」
によると、2010年1月27日、日本の長妻昭厚生労働大臣が参議院予算委員会において、「イクメン、カジメン、これが格好いい男性だということで、取り組みたい、PRをしたい」と答弁した。そして、2010年6月17日に厚生労働省が「働く男性が育児をより積極的に楽しみ、育児休業を取得できるよう」という目的をもって、「イクメンプロジェクト」をスタートした。それから、国が「イクメン」という新しいムーブメントを作り出したのである。

　2011年に入賞した流行語「スマホ」は「スマートフォン」（smart phone）の略称である。これは、パソコンと同等の拡張性を持ち、インターネットにそのまま接続可能な携帯電話である。アップル社のiPhoneシリーズが大人気となり、その後、グーグル社が提供する「アンドロイド」を搭載する機種など、各社が類似端末を発売して製品ラインナップを広げた。2011年はスマホ普及の年といわれ、夏には携帯電話端末の販売台数の半分以上をスマートフォンが占めた。

　2013年に入賞した流行語「アベノミクス」は、自由民主党の政治家・安倍晋三氏が第2次安倍内閣において掲げた、一連の経済政策に対して与えられた通称のことで、デフレと景気低迷からの脱却を目的とする安倍内閣の経済政策を標語化したものである。ネーミングとしては、安倍とエコノミックス（Economics）を合わせた造語である。2012年11月から朝日新聞が使用したことをきっかけに多用され始めた言葉である。大胆な金融政策、機動的な財政政策、民間投資を喚起する成長政略を三つの柱とし、安倍首相はこれらを「3本の矢」と呼んだ。

　2014年に入賞した流行語「レジェンド」は、41歳の男性がソチ冬季オリンピック大会で表彰台に上がったことがきっかけで流行したものである。この男性はオリンピックに7回連続出場している。常に結果が求められ続けるトップアスリートの世界で、ましてや20代で引退することが多いスキージャンプ競技において、けがや環境の変化に揺らぐことなくトップに君臨し続けている葛西紀明氏を、世界は「レジェンド」と呼んだのである。これ以後、葛西氏以外にも、40歳を超えてスポーツの世界で現役として頑張っている人を指すようになった。
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  2005年からのデータを見れば、少ないながらもほぼ毎年のように外来語を使った言葉が流行語に選ばれている。外来語のほうが流行語としてのインパクトが強いからであろうか。

3.2ニュースと時事類
  上の表を見ればわかる通り、統計を取ると「ニュースと時事類」の数が一番多く、日本人の流行語に対する影響が大きいということが分かる。2006年、2008年、2009年、2013年で、「ニュースと時事類」の流行語は最多であり、大衆がいつも社会的ニュースと時事問題に非常に関心を持っていることがわかる。例えば、2005年には「小泉劇場」と「想定内（外）」という流行語が入賞した。2005年9月の衆院選は、小泉首相の意図するせざるに関わらず「造反」「刺客」「くのいち候補」の登場と、郵政民営化問題に絞られた単純な争点などにより、さながら「小泉劇場」の態をなしたためである。その結果「小泉一人勝ち」という状況になった。これらの言葉とともに、「小泉劇場」も新語になった。また、「想定内（外）」という新語の語源は、ライブドア堀江貴文社長が、その負けず嫌いな性格からフジVSライブドア騒動の中で連発したものである。これは、簡単な言葉に翻訳すれば「そんなことわかってますよ」という意味である。

　2006年に入賞したのが「格差社会」、「シンジラレナ～イ」、「ミクシィ」である。これらは全て社会のニュースと時事から発展したものである。「格差社会」は、これまでの「一億総中流」が崩れ、所得や教育、職業などさまざまな分野において格差が広がり二極化が進んだという現象からきた造語である。市場原理を重視し、改革・規制緩和を進めた小泉政治の負の側面との指摘もある。「シンジラレナ～イ」は、2006年のパ・リーグを制した際に、日本ハムファイターズのヒルマン監督がお立ち台でこのように絶叫したことが発端である。その後、日本一にも輝き、やはりインタビューの際に「シンジラレナ～イ」を披露した。それによってスタンドのファンは大いに沸いたのである。「ミクシィ」は、株式会社ミクシィの運営する、会員1000万人以上を誇る国内最大のSNS(ソーシャルネットワーキングサービス)である。最初は、mixiは参加者からの招待がないと加入できないサービスであり、加入自体は無料であった（現在では招待がなくても加入できる）。フォトアルバムやアンケート、日記にHTMLタグを使うといった拡張機能が利用可能になる300円の有料オプション「mixiプレミアム」もある。ただ、現在はfacebookやtwitter、LINEといった新興のSNSに押され気味である。

　2007年には、「（宮崎を）どげんかせんといかん」、「ハニカミ王子」、「（消えた）年金」という流行語が入賞した。「（宮崎を）どげんかせんといかん」は東国原英夫・宮崎県知事（当時）が県議会での所信表明で、「停滞のもととなった古いしがらみからの解放が必要」と方言を交えながら説いた。また、「テゲテゲ（いい加減）では地域間競争に勝ち残れない」とも述べたものである。「ハニカミ王子」は男子プロゴルフツアーに15歳８カ月の最年少記録で優勝した杉並学院高校１年（当時）の石川遼選手の愛称である。そして、「（消えた）年金」という新語は、5000万件ともいわれる基礎年金番号に統合されていない記録のこと。元経済誌記者の調査能力を活かし、年金問題を徹底して追及していた“ミスター年金”長妻昭議員が国会で質問し、大きくクローズアップされたことがきっかけである。

　2008年に入賞した流行語の中では、社会のニュースと時事から取り上げられたものが最も多かった。それは「上野の413球」、「居酒屋タクシー」、「名ばかり管理職」、「埋蔵金」、「後期高齢者」、「あなたとは違うんです」であった。「上野の413球」は北京オリンピックの女子ソフトボールで、エース上野由岐子投手が準決勝のアメリカ戦・決勝進出決定戦のオーストラリア戦・決勝のアメリカ戦と2日間に１人で投げ抜いた投球数である。日本ソフトボール界にとって念願の金メダルを獲得する原動力となった。「居酒屋タクシー」という言葉は、深夜に帰宅する霞が関の官僚が、利用するタクシーの運転手からビールやおつまみに加え現金や金券も受け取っていたという新種の公務員不祥事である。民主党・長妻昭議員の調査で、17省庁の約1400人が受け取ったことが判明した。「名ばかり管理職」は、日本マクドナルドの現役店長が未払い残業代と慰謝料を求めて訴訟を起こしたことから、権限も報酬もないまま社員を管理職の地位に就け、残業代や休日出勤手当を払わない会社やチェーン店の実体が明らかになったことである。「埋蔵金」論争のきっかけは、「自民党財政改革研究会」が2007年にまとめた報告書にある。特別会計の積立金を埋蔵金にたとえて、特別会計を見直せば数十兆円単位で金が捻出できるという議論であった。「後期高齢者」という言葉は、新医療制度施行にともない、国が75歳以上の高齢者のことを指して名づけた名称である。年金からの保険料天引きなどさまざまな面での負担増、名称に対する反発が強く、「長寿」と呼び変えたが新しいネーミングはなかなか普及しなかった。「あなたとは違うんです」は、2007年の安倍晋三首相に続き、突然の辞任劇となった福田康夫首相は、「国民からは他人事のように見えるが」との質問に対し「私は自分自身を客観的に見ることができるんです。あなたとは違うんです」と気色ばんで答え、そして話題を呼んだ。

　2009年に入賞した流行語は「政権交代」、「事業仕分け」、「新型インフルエンザ」、「脱官僚」である。「政権交代」という言葉は、8月30日の第45回衆院総選挙で、自民党は300から119へと議席を激減させ惨敗した。一方、民主党は115から308へと議席を大きく伸ばして圧勝した。投票率は69.3％。総選挙の結果を踏まえて、9月16日、鳩山由紀夫を首班とする民主党内閣が発足した。選挙による政権交代が実現したのは初めてのことであった。「事業仕分け」は、国や地方自治体が行う個別の事業について、公開の場で必要性や効率的な実施方法を議論する手法である。各事業を「不要」「民間に委託」「国ではなく都道府県が行うべき」などと仕分けする。「仕分け人」と呼ばれるのは公務員OBなどの民間人であった。民主党新政権の下、行政刷新会議はこの手法を用いて、概算要求に盛り込まれた事業の必要性などを判定していったが、批判も多かった。「新型インフルエンザ」はH1N1のことを指す。2009年4月、メキシコから新型インフルエンザ（H1N1）が発生した。世界的に感染が広まりWHOは6月にパンデミック（爆発的流行）を宣言した。政府は検疫体制の強化、発熱外来の設置、ワクチンの確保などの対応に追われた。「脱官僚」は、元行革担当相で、みんなの党代表の渡辺喜美氏などが提唱した、「天下り廃止、政治・国民主導」の理念である。民主党政権も当初「脱・官僚」を打ち出したが、郵政人事を初めとする相次ぐ元官僚の起用で、その理念は灰燼に帰した。

　2010年には「いい質問ですねぇ」と「脱小沢」という流行語が入賞した。「いい質問ですねぇ」は、2010年春からレギュラー化された「そうだったのか！池上彰の学べるニュース」（テレビ朝日系）という番組がニュース解説番組として異例の成功を収めたが、番組内で池上氏がゲストの発言に対して使う言葉である。そのほかの局でも池上彰氏が登場するニュース解説などの特番は軒並み高視聴率を上げている。「脱小沢」は９月の民主党代表選を受けて成立した菅改造内閣・党役員人事に向けて、メディアは「脱小沢」人事と報じたが、そんなレッテルはもうやめようと応戦していたのは仙谷由人官房長官（当時）だ。国民そっちのけの騒ぎの止まなかった政局にあって、その中心にあったのが「小沢」の２文字であった。

　2011年に入賞した流行語は「帰宅難民」、「こだまでしょうか」、「３．11」である。「帰宅難民」は、勤務先などで災害に遭遇し、交通機関の混乱から帰宅が困難になった人のことである。「帰宅困難者」ともいう。東日本大震災では、東京は震度5強の揺れを観測し、鉄道の運休などにより約500万人が帰宅難民になったと推定される。「こだまでしょうか」は、東日本大震災後、頻繁に流れたACジャパンのテレビCM中のフレーズである。「遊ぼうっていうと遊ぼうっていう」で始まり「こだまでしょうか？…いいえ誰でも」としめる。この「こだまでしょうか」が収録された詩集に問い合わせが殺到し、ベストセラーとなった。「3．11」は2001年9月11日に起こったアメリカ同時多発テロの呼称「9．11」にならった呼び名である。津波が襲い、福島第一原発の事故が起きたあの日、アメリカにとっての同時多発テロに匹敵するような歴史的な衝撃が、この国にもたらされたのである。

　2012年に、「終活」、「近いうちに」、「手ぶらで帰らせるわけにはいかない」という流行語が入賞した。「終活」は人生の最期を自分の望むように自分で準備することである。10月2日、41歳で急逝した流通ジャーナリスト金子哲雄さんは、生前から自分の通夜や葬儀・告別式、墓の準備を万全に進めていた。週刊朝日で2009年に連載された「現代終活事情」で知られるようになり、『現代用語の基礎知識』には2010年版から登場した。「近いうちに」という言葉は、社会保障と税の一体改革関連法案の成立後の8月、野田首相（当時）は「近いうちに国民に信を問う」と明言した。つまり衆院解散を確約したため、それはいつのことやらと3ヵ月にわたってヤキモキさせ、「近いうちに解散」という言葉ばかりが流通した。「手ぶらで帰らせるわけにはいかない」は、ロンドンオリンピック競泳に、男子400ｍメドレーリレーで史上初の銀メダルを獲得したのは、兄貴分・北島康介の「メダルなし」はないだろうと「レース前に３人(入江陵介、藤井拓郎、松田丈志)で話し合った」、その思いの結果だという。

　2013年に、「今でしょ」、「おもてなし」、「ご当地キャラ」、「特定秘密保護法」、「PM2.5」、「ヘイトスピーチ」という流行語が入賞した。「今でしょ」は、林修氏が自身が所属する予備校・東進ハイスクールのテレビCMに出演して、ふてぶてしさを感じさせる表情の林が「いつやるか？今でしょ！」と言い放つ授業シーンがお茶の間に流れた。コント番組がパロディを制作して、またトヨタ自動車はコント番組さながらのパロディCMを放映したことで大きな流行の波になった。「おもてなし」そもそもは「とりなす、処置する」「取り扱う、待遇する」という意味の日本語である。日本社会に根付く歓待の精神を「おもてなし」とPRしたシーンは五輪招致決定のニュースとともに強烈なインパクトを残した。「ご当地キャラ」は2007年に彦根城築城400年の記念キャラ「ひこにゃん」が登場して以来の流行語である。最も人気が高いといわれるのは熊本県のPRマスコット「くまモン」だ。「特定秘密保護法」は、「国の安全」「外交」「公共の安全及び秩序の維持」の情報で「公になっていないもののうち特に秘匿を要するもの」が「特定秘密」に指定される。アメリカなどと機密情報を共有するための国内法を整備するもので、政府は日本版NSC設置法案とセットでその成立を図っているが、「特定秘密」の定義があいまいで、個人の知る権利や報道の自由が侵害される恐れがある。「PM2.5」の「PM」は微粒子のことで、PM2.5は粒子径が2.5ミクロン以下である微粒子の総称である。ボイラーから発生する粉塵から、黄砂のような自然起源によるものまで存在する。粒子径が非常に小さいため循環器系に沈着しやすく、健康への影響が大きいといわれる。近年、中国におけるPM2.5の濃度が非常に高くなっており、2013年にはこれを含めた越境汚染対策について日中韓で共同声明が採択された。「ヘイトスピーチ」は国籍や宗教、性的指向や障害などをおとしめ、憎悪、暴力を掻き立てる「憎悪表現」を指す。2013年の日本、反韓デモを繰り広げる団体、それに対する反ヘイトスピーチ団体など、社会問題化している。

　2014年に入賞した流行語は「集団の自衛権」、「危険ドラッグ」、「マタハラ」である。「集団の自衛権」は、不法な侵害を受けた国家と密接な関係にある国家が、共同して防衛に当たる権利である。この言葉は「しっかりと、丁寧に説明」という表現とセットになって使われた。しかしいくら安倍首相に説明されてももう一つはっきりしないままの状況が続いた。集団的自衛権という用語は30数年前の『現代用語の基礎知識』からすでに収録されており、ずっとそれは現憲法下では「違憲」だと紹介されてきた。それが今年、安倍政権の下でいきなり解釈を変更されて、限定容認だが、その行使が可能となったのだから、大事件になった。「危険ドラッグ」は、これまで脱法ドラッグ、合法ドラッグ、脱法ハーブなどと称されていた薬物については、簡単に購入出来ることからこれまで問題視されていた。危険ドラッグに絡み全国の警察が摘発した件数は、2014年上半期で128件があった。昨年の上半期の倍を上回り、5年前の8件から激増している。「合法」や「ハーブ」などの柔らかい名称をまず変更して臨む、警察・厚労省の本気度が世間に響き、この言葉は瞬時に浸透した。「マタハラ」という言葉は、今年10月妊娠後に降格されたのは男女雇用機会均等法に反するとして損害賠償を求めた訴訟で最高裁が降格は違法で無効との判断を示し、注目を集めた。セクハラ、パワハラ、アカハラ、家事ハラ、職場はハラスメントだらけである。人間二人以上集まればそこにハラスメントあり、といった様相である。妊娠、出産という事情でなくても家事・育児、自身の病気や介護などに時間を充てることもある。規則に人を合わせるのでなく、現実の人間に合わせたしくみを指向して実践していかないと、働く現場は疲弊し、ハラスメントがますます充満していくばかりだ。そして「マタハラ」という言葉が人々に注目されたのである。

　下記の表によると、近十年で、2008年と2013年の「ニュースと時事類流行語」は最も多いことが分かる。日本人はいつも社会のニュースと時事に大きい関心を持っているということであろう。
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3.3アニメとドラマ類

　2005年から2007年にかけて、アニメとドラマ類の流行語はほとんど入賞しなかった。2008年に入賞した「アラフォー」はドラマから取り出された言葉である。天海祐希さん主演の金ドラ「Around40」から広まった言葉で、特に40歳前後の女性を指す。CD業界など、アラフォー世代に的を絞ったさまざまな商品がヒットしているのもまさに今の時代を反映している。

　2009年に、「こども店長」、「歴女」という流行語が入賞した。「こども店長」は2009年4月から始まったトヨタ自動車のCMシリーズで、子役の加藤清史郎（2001年8月4日神奈川県生まれ）が自動車販売店の店長を演じたことがきっかけである。赤いジャケットがトレードマークで、エコカー減税を子供らしい可愛い比喩でPRした。「歴女」という言葉は、時代小説を読み、史跡も訪ねるなど、本格的に「歴史通」になる若い女性が増えるという現象を指している。

　2010年に入賞した流行語「無縁社会」は、NHK「無縁社会」制作チームから創造されたものである。2010年、多くの日本人を驚かせたのが「所在不明高齢者」の問題だったが、「家庭崩壊」が叫ばれるようになってすでに30年、孤独死は30代など若い世代にまで広がり、親と子のあいだで「児童虐待」はさらに深刻化している。NHKによるそのキャンペーン報道は、悲しいことにタイムリーすぎる内容だったと言わざるを得ない。

　2013年に入賞した流行語は「じぇじぇじぇ」と「倍返し」である。「じぇじぇじぇ」は岩手県三陸地方の方言で、驚いたり戸惑ったりするときに発する言葉である。NHKの朝ドラ「あまちゃん」の中で多用され、ビッグな流行語になった。「倍返し」はTBSドラマ「半沢直樹」から生まれた言葉である。バブル末期に大手銀行に入行した半沢直樹（演じるのは堺雅人）が組織内外の圧力と戦う勧善懲悪のドラマ「半沢直樹」の中で、「上司の失敗は部下の責任」など企業社会にありがちな悪習を取り上げ、半沢が反撃するときのセリフ「やられたらやりかえす。倍返しだ！」が大流行した。

　2014年に、「ありのままで」、「カープ女子」、「壁ドン」、「ごきげんよう」、「妖怪ウォッチ」という流行語が入賞した。2014年のディズニー・アニメーション・スタジオによる3Dコンピュータアニメーションのミュージカル映画「アナと雪の女王」が大ヒットした。ディズニー映画のお約束、王子様とめでたしめでたしの大団円を裏切る、まさかの女性同士の絆のストーリーである。これまでのおとぎ話の世界の殻を破る新しいリアルディズニーに日本の女性たちも完全に心をつかまれた。映画のヒットを助けたのが雪の女王エルサが歌う「Let It Go」であり、日本語版で「ありのままで」と翻訳された歌を思い切りのよい発声で熱唱したのが松たか子であった。数年前「肉食女子」の新語が生まれた頃から、多くの女子たちが、競うようにしてカラオケで「ありの～ままで～」を自分応援歌として朗々と歌い上げた。「カープ女子」は球場まで行って広島東洋カープを応援する女性ファンたちを指す。広島東洋カープはファンクラブに「レディースカープ会員」枠がある。外野自由席が年間20試合無料で観戦できる特典が付き、女子高校生が学校帰りに友だちと応援に来たりできるのだ。カープが女性に向けて行うサービスはこれだけではない。広島カープで育ち若手として試合で活躍し、FAで他球団に移籍したとしても再び迎え入れるような真の地元密着の、そしてプロ野球界において唯一独立採算経営で気を吐く球団の経営努力を形で見せた言葉でもある。「壁ドン」は、壁を背にした一人に対し、向かい合って立つ一人が壁にドンと手をつき顔を接近させるポーズを指している。壁側に立つ人が女性、もう一人がイケメン男性という組み合わせで、女性憧れのシチュエーションとしてブームとなっている。最初に言い出したといわれるのは声優の新谷良子で、その後、少女漫画「L♡DK」が火をつけた。アイドルグループのイベントでは、アイドルが壁ドンして「君は僕が守るよ」と優しくささやく、といったファンサービスも行われているという。この壁ドン、男性側の強引な感じがよいのだという。そして、この言葉は中国と韓国に流れ、番組とドラマでよく使われている。そして若者の間で大人気である。「ごきげんよう」はNHK朝の連続テレビ小説「花子とアン」でナレーションの美輪明宏が毎回終わりに言う言葉である。「梅ちゃん先生」で高視聴率を記録してからNHK朝ドラ人気は続き、「ごちそうさん」の後の「花子とアン」も平均視聴率22.6％を記録した。お嬢様学校の伝統的なご挨拶としか認識されていなかった「ごきげんよう」だが、安藤はなのモデル村岡花子が東洋英和女学院で学び、溢れるバイタリティーでまっすぐに生きる姿を描いたこのドラマを見た後では、時代を切り開く明治女性の情熱的な言葉に聞こえてくる。花子がNHKの前身の東京放送で「ラジオのおばさん」と親しまれ、子ども向けニュースを読んでいた際、おきまりのフレーズとして用いていた挨拶が「ごきげんよう」である。当時そのものまねが全国で大流行したという。「妖怪ウォッチ」はニンテンドー3DSのゲームソフトを指す。クロスメディアで漫画、テレビアニメにも展開され大人気となった。「たまごっち」「ピカチュー」に続く久しぶりの「ち」もの大旋風がきた。
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表からわかるように、アニメとドラマ類流行語はここ数年で急激に増えている。データによると、2014年の数量が最も多く、入賞総数の半分を占めている。これは人気アニメやドラマの中の言葉が流行語になった概率が高い。それは、近年のアニメとドラマは依然より現実性を重視し、セリフもスト―リも現実問題を反映するようになってきて、民衆の同感を喚起しやすく、民衆の間に流行しやすくなったという原因が考えられる。

3.4　芸人の言葉

  日本には、人気のあるテレビ番組がいろいろあるので、芸人たちも様々な流行語を創造している。2005年に入賞した流行語は「フォー」である。お笑いコンビ・レイザーラモン（住谷正樹と出淵誠）の住谷がハードゲイに扮し、レイザーラモンHGとしてテレビに登場したところ大ブレイクした。独特の腰の動きを真似して親に頭をたたかれる子どもが続出した。もちろん子どもの答えは「OKわかりましたフォー！」であった。

　2006年に入賞した流行語は「たらこ・たらこ・たらこ」である。キューピーのCMに登場する「たらこキューピー」が、少し気持ち悪いキャラながらも人気を集めた。小学生ユニット・キグルミが歌うCMソングはCD化され、オリコン初登場で2位に入るヒットを飛ばした。

　2007年に入賞した流行語は「そんなの関係ねぇ」である。サンミュージック企画に所属するお笑いタレント、小島よしおは、海パンだけを身にまとい、軽快なリズムに乗せて自分を奮い立たせるように「でも、そんなの関係ねぇ！」と連呼する。これが流行語として認められた。

　2008年に入賞した言葉「グ～」は女優、コンピューターインストラクター、マナー講師など異色の経歴をもつ新人お笑い芸人エド・はるみが、フォーマルな出で立ちで両手の親指を突き立て、突然「○○グ～！」と声を上げるものである。そして「グ～」という流行語ができあがったのである。

　2010年には「ととのいました」という流行語が入賞した。その年のお笑い界でひときわ印象的だったのが謎かけ漫才を得意とするコンビ「Ｗコロン」である。話の途中でコンビの一人、ねづっちが「ととのいました！」と言って、「○○とかけて、○○と解きます」とつづく、昭和の寄席をほうふつとさせる芸風である。「現代用語の基礎知識とかけて、埼玉県熊谷市と解きます」「その心は」「どちらもアツいのが売りです」といった。即興・速攻・即決といった実力が整って初めて成せるワザかもしれない。

　2011年に、整体師でもあるお笑い芸人・楽しんごが「ラブ注入」という言葉を使った。独特の振り付けをしながら「ドドスコスコスコ」を３回繰り返し、「ラブ注入」と言って胸の前で、手でハートマークを作る。オネエブームの後押しのもと、いじられやすいキャラで人気を得た。

　2012年の「ワイルドだろぉ」がは当年のお笑い界のスター、ピン芸人のスギちゃんによって使われた言葉である。その勢いにまかせた取り返しのつかない行動を「ワイルドだろぉ」と称して自虐的に語るネタがじわりじわりとウケた。受賞後、「ワイルドですね、とか、ワイルドだね、じゃダメだったんだろうなぁ」と本人が語っている。

　芸人たちから出た流行語の中で一番有名なものは、2014年の一位流行語「ダメよ～ダメダメ」である。戦後70年を迎えようとしているのに、日本人はやっぱり相変わらずの日本人で、「NO」ときっぱり言えないというか、はっきり言わないで済ましましょうという人間関係を端的に表している。いきなり「ダメよ！」とでも言おうものなら、相手は驚いて「号泣」し出さないとも限らない。そんな昨今だからと、そこまで気を使う細やかさが日本人のたしなみなのかどうかは知らないが、ゆるい空気ゆえにリベンジポルノがネットに流れたり、公の議会でセクハラやじが横行するのかもしれない。あげくの果てが「壊憲」と言われる7月の閣議決定によると、「ダメよ～ダメダメ」と高まる声を前にして、「いいじゃ～ないの～」とするすると受け流して、気がついたら憲法が解釈だけで変更されてしまったのだが、この国では、争点をしっかり掲げて投票でハッキリさせようなんて決定方法がありえないのではないかと思えて、「号泣」もしたくなる。そんな日本の不条理な現実を、最高にシュールなコントで「大爆笑」に変えてくれたのが「細貝さんと朱美ちゃん」こと、日本エレキテル連合であったのだ。
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　表からわかるように、芸人言葉類の流行語は全部で8つだけで、それほど多くない。入賞総数の 8％でしかない。流行語としては一時的に流行るものであっても、非常に稀な存在であるようだ。

3.5　古い言葉に新しい意味を与える
  日本人は言葉の創造という点に対して非常に機敏であるので、古い言葉に新しい意味を与え、新しい流行語として使われている現象も存在する。例えば2005年に「刺客」という言葉が入賞した。これは2005年9月の衆院選、小泉首相（当時）は郵政造反組の自民党候補者に対し、造反を理由に公認を与えず、対立候補を立てた。綿貫民輔、亀井静香、堀内光雄、小林興起などに当てられた強力候補は「刺客」と呼ばれたことで、この言葉が再度クローズアップされたのである。

　2006年に入賞した「品格」は数学者藤原正彦著『国家の品格』の爆発的な売行きとともに広まった。氏は「論理よりも情緒を」と、日本人が備えていたはずの品格について説き、「儲かれば何でもよい」というマネーゲーム全盛の世の中に一石を投じたのである。

　2008年に入賞した「蟹工船」は、小林多喜二によるプロレタリア文学の代表作（昭和4年発表）のタイトルである。オホーツク海上の蟹工船で酷使される貧しい労働者達の群像劇が、格差・ワーキングプア等の現代日本の社会問題と重なり、発表から約80年後の2008年に再ブームとなった。同じ年にもう一つ入賞した言葉「ゲリラ豪雨」はいきなり局所的に発生する集中豪雨を指す。予測が難しいことからこう呼ばれるが、正式な気象用語ではなく、1970年代にはすでに新聞等で使われていたが、近年の豪雨の多発により再びマスコミではすっかり定着したのである。

　2011年に入賞した流行語は「絆」である。2011年3月に発生した未曾有の大災害である東日本大震災は、人々に「絆」の大切さを再認識させた。復興に際しての日本全体の支援・協力の意識の高まりだけでなく、地域社会でのつながりを大切にしようとする動きや、結婚に至るカップルの増加などの現象がみられた。

　2012年に入賞した「維新」は、日本維新の会代表代行橋下徹氏（当時）が使い始めた言葉である。地域政党「大阪維新の会」が「日本維新の会」を結成、国政政党として国政選挙へ乗り出し、坂本龍馬の「船中八策」に倣って「維新八策」を発表した。ちなみに「維新」という言葉を掲げた団体の例は珍しいものではなく、1992年発足の「平成維新の会」（代表大前研一）が記憶に新しい。
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データによれば、総数としてはこの「古い言葉に新しい意味を与える」類の流行語が一番少なく、全体の 6％に過ぎない。このような流行語は、そもそもなかなか作られないためであろう。また、知識人の間で流行しても、小学生などの子供たちに対してはあまり大きなインパクトを持たないことも原因であるかもしれない。

3.6 新しく作られた言葉
　日本人にはおもしろい創造力があり、毎年新しく作られた言葉がたくさんある。例えば、2005年に、「ちょいモテオヤジ」、「富裕層」、「萌え」という流行語が入賞した。「ちょいモテオヤジ」は、岸田一郎編集長率いる月刊ファッション雑誌『LEON』（主婦と生活社）において、2002年に特集された「モテるオヤジの作り方」を皮切りに30～50代男性に向け「チョイ不良（ワル）オヤジ」などのフレーズを生み続けている。「富裕層」は「金持ち」という名称に阿漕さが臭うため「高額所得者」と言い換えられ、さらに色を薄めた「富裕層」になった。「富裕層」という言葉は『現代用語2006・社会風俗用語』にも採録されている。もう一つ入賞した言葉は「萌え」である。「ある事物に対して、深い思いを抱く」ことをさす「萌え」は、2005年にはおたく世界を越え、かなり一般化した。萌え業界、萌え銘柄、もえたん、萌え株本、萌え属性などさまざまな使われ方をしている。

　2006年に入賞した流行語は「エロカッコイイ（エロカワイイ）」、「脳トレ」と「ハンカチ王子」である。「エロカッコイイ（エロカワイイ）」という言葉は倖田來未さんのスタイルとして使われた。ボンデージにバニーガール、下着など、際どい衣装で一気に人気者になった歌手の倖田來未さんだが、彼女のセクシーな衣装やスタイルは、「カッコイイ・カワイイ」ファッションとして認知され、肌を露出する女性が増加した。「脳トレ」は簡単な計算や音読などで脳の活性化をはかるトレーニング法の通称である。「脳を鍛える」という言葉とともに普及し、脳トレの結果、自分の脳年齢がいくつになったかを知るというゲーム感覚が受けている。「ハンカチ王子」は2006年夏の甲子園を沸かせた早稲田実業の斎藤佑樹投手の通称である。持っていた青いハンカチ（ハンドタオル）で汗を拭うその姿と爽やかさが世の女性を虜にした。その後、ハンカチで汗を拭うパフォーマンスが流行した。

　2007年には「どんだけぇ」、「食品偽装」、「大食い」、「猛暑日」、「鈍感力」という流行語が入賞した。「どんだけぇ」は「どれほど～なのか、それほどでもないだろう」という意味である。反語的に使われ嫌味、非難などが含まれることが多い。「食品偽装」は知られた食材を使って食品加工をする現象を指している。食品加工卸会社ミートホープによる偽装ミンチの出荷問題をはじめ、「比内鶏」「名古屋コーチン」「白い恋人」「赤福」など、一般によく知られた食材・関連企業にも次々に不祥事が発覚した。「大食い」はカップ麺、プリン、アイスクリーム、ハンバーガーなど高カロリーな「メガ」サイズの食品の発売が相次ぐという現象を指す。「メタボ対策など健康ブームへの反動」「たまにはお腹いっぱい食べたい」「景気回復の証拠」の声もある。「猛暑日」は１日の最高気温が35度以上の日を指す。最近10年間に35℃以上の日が大幅に増え、熱中症等、暑さにともなう健康被害も目立ってきているため、気象庁が新用語として導入した。「鈍感力」は渡辺淳一氏の同名の著書によって流行語化したものである。小さなことにあくせくしないで、ゆったりと生きているほうが最後に勝ち残ることができるという意味で、とかく社会から排除される「鈍感」に積極的な意義づけをした。

　2009年には「草食男子」、「派遣切り」、「ぼやき」という流行語が入賞した。「草食男子」という言葉はコラムニストの深澤真紀氏が2006年に命名したものである。協調性が高く、家庭的で優しいが、恋愛やセックスには積極的でない、主に40歳前後までの若い世代の男性を指す。自動車の購入など顕示的消費にも興味を示さず、バブル崩壊後の経済停滞が、その精神構造に影響を与えたという指摘もある。「派遣切り」は派遣ユニオン書記長関根秀一郎氏が創造した言葉である。リーマンショック以降の急激な雇用調整において、非正規労働者は真っ先に雇用調整の対象となった。まず削減の対象となったのは派遣労働者で、特に生産の落込みが激しかった自動車や電機など製造業の派遣労働者は真っ先に削減されることにした。仕事だけでなく住居も失った派遣労働者に炊出しなどを行う「派遣村」も注目された。同じように、就職の内定を取り消されるのが「内定切り」である。プロ野球東北楽天・野村克也監督（当時）の試合後のインタビューでの「ぼやき」が有名になった。昨年は「ぶつぶつ言う」を意味する英語のmumbleから、自ら「マンブーマンはもうやめたい」と発言し、2009年版現代用語の基礎知識には「マンブーマン」が掲載された。その語録集CDや似顔絵Ｔシャツなど、野村監督関連グッズは今でも好調な売れ行きを続けている。

　2010年に入賞した流行語は「ゲゲゲの」、「AKB48」、「女子会」と「食べるラー油」である。「ゲゲゲの」はマンガ界の大御所たる水木しげる氏（2016年死去）の妻、武良布枝（むら・ぬのえ）氏による自伝『ゲゲゲの女房』から出てきた言葉である。この本が2010年春からNHK朝の連続ドラマになって評判を呼んだ。初回視聴率は歴代最低の14.8％だったが、回を追うごとに人気はうなぎ登りになり、最終週の平均は23.6％とＶ字型回復をみせた。二人をめぐる超極貧物語は、週刊連載のマンガ『墓場の鬼太郎』を『ゲゲゲの～』と改題したころから、サクセスストーリーへと転じて行く。「AKB48」はあるアイドルグループである。グループ名の由来はAkihabara（秋葉原）、コンセプトは「会いに行けるアイドル」である。かつて「おニャン子クラブ」を仕掛けた作詞家の秋元康氏が総合プロデュースを務め、現在最も成功しているビジネスモデルの一つである。とりわけ、選抜メンバーはファンによる投票「総選挙」によって決めるという企画はアキバ系に無関係な一般ファン層にも注目された。また姉妹ユニットとして、名古屋市栄を活動拠点とするSKE48、大阪・難波を活動拠点とするNMB48などがある。「女子会」は女子だけの飲ミニケーションのことで、あちこちで女性同士だからこそ共感が出来る話しに花が咲いている模様を指す。そんな空気をいち早く察知した居酒屋チェーン「笑笑」では「わらわら女子会」なる女性専用のプランメニューを提供、女性限定の食べ飲み放題や女子会特別カクテルなどを用意している。「食べるラー油」は新調味料というよりラー油仕立ての食品を指す。石垣島の辺銀さんが作った「石ラー」こと「石垣島ラー油」の人気に始まり、ホテルオークラ内・桃季の「食べる辣油」がヒットした。つづいて桃屋は「桃屋の辛そうで辛くない少し辛いラー油」（通称「桃ラー」）を販売開始した。ブーム加熱とともにこれが品薄となり、ますますの騒ぎとなった。ラー油入りのおにぎりやラー油入りのスナック等々、食品業界は大賑わいを見せている。

　2011年には「なでしこジャパン」、「どじょう内閣」、「どや顔」、「風評被害」という流行語が入賞した。「なでしこジャパン」はサッカー日本女子代表の愛称である。2011年7月17日、女子Ｗ杯ドイツ大会で、日本は2-2からのPK戦で優勝候補のアメリカを3-1で振り切り、初優勝した。大会MVPと得点王には澤穂希が輝いた。同年8月、なでしこジャパンには日本政府から国民栄誉賞が授与され、震災に沈む日本を元気づけた。「どじょう内閣」は内閣総理大臣野田佳彦氏（当時）の発言から引用された。2011年8月29日の民主党代表選で、野田佳彦候補が相田みつをの詩「どじょうがさ　金魚のまねすることねんだよなあ」を引用、地味だが実直な政治を目指すことをアピールして当選した。メディアはこの演説を「どじょう演説」と呼び、野田内閣のことも「どじょう内閣」と呼ぶようになった。言葉「どや顔」の「どや」とは関西の方言で「どうだ」の意味である。「すごいだろう」のニュアンスも含み、どや顔とは自慢げな顔、得意満面、したり顔のことを指す。ダウンタウンなどのお笑い芸人がテレビのバラエティ番組の中で多用し、全国的に広まったとされる。「風評被害」はありもしない噂やデマを世間に流されたり、取り沙汰されたりして被る被害のことを指す。福島第一原子力発電所事故後、被曝を恐れる心理から、福島からの避難民が差別的な扱いを受けるなどした。また農畜産物や魚、工業製品が過剰に避けられたりするなどのケースも発生した。

　2012年に入賞した流行語は「iPS細胞」、「LCC」、「第3極」、「東京ソラマチ」と「爆弾低気圧」である。「iPS細胞」は京都大学iPS細胞研究所所長山中伸弥氏が命名したものである。6年前、山中伸弥教授ら京都大学の研究グループによって作製されたこのiPS細胞（人工多能性幹細胞）は、すでに分化して専門の機能しか果たさなくなったマウスの皮膚細胞に、ウイルスを使って4個の遺伝子を導入して、どんな細胞にもなれる能力を獲得させたものである。ｉPSは、Induced pluripotent stem の頭文字で、『現代用語の基礎知識』には2006年版から登場している。「LCC」は格安航空会社を意味するLow-Cost Carrier(ローコストキャリア)の略称である。航空業界の規制緩和を機に、ANA、JALといった大手航空会社が相次いでLCCに本格参入したことから、2012年はLCC元年と呼ばれた。「LCC」という用語は『現代用語の基礎知識』に2009年版から登場している。「第3極」は二大政党制の下で、二大政党の次の勢力になりうる政党のことを指す。たとえば社民党は2004年ごろから「第3極としての社民党」を声高に叫んでいたが、ここへきて、政権党が低迷し、自民党にも昔ほどのパワーが感じられず、新党が乱立した。二大政党制という大前提の崩壊さえみえてきた。「東京ソラマチ」という言葉は、東京・墨田区、東京スカイツリーとともに5月22日開業した、その展望台とその周辺、商業施設一帯を指す。地上150ｍからツリーを間近に眺めながら食事ができるスペシャルダイニングゾーンなどで構成され、飲食やファッションなどが312店舗ある。「爆弾低気圧」は爆発的に発達する温帯低気圧のことである。寒候期に限られるが台風並みに発達するものも多く、広い範囲に強風、大雨、大雪、高波をもたらす。2012年4月上旬、日本海で低気圧が急発達し、暴風雨による被害が全国に広がった。『現代用語の基礎知識』には2008年版から登場している。

　2013年に入賞した「ブラック企業」は、異常な長時間労働やパワーハラスメントなど劣悪な労働条件で従業員を酷使するため、離職率も高く、過労にともなう問題等も起きやすい企業のことである。新卒・若者を大量に採用し、そして使い潰して利益を上げ、急成長する新興産業の大企業を指す。もともとはネットで誕生した俗語だが、2012年にはブラック企業大賞も創設されている。
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　統計すると、新しく作られた言葉は全体の28％を占めている。そして、新語を作った際は、長い音節を避けるため略語を多用する傾向がある。また、誇張修辞法によって、言葉を生き生きさせ、同じことを面白く表現することができる。新しく作られた言葉はいろいろな特徴があるので、特に研究する必要があると考える研究者も多い。
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4.中日両国における流行語の比較
  日本に流行語があるのと同様に、中国にもいろいろな流行語がある。インターネット文化の普及によって、ネット上で自分の意見を発表することが好きな人がだんだん増えている。大衆の創造性が発揮することができるので、たくさんの新語がインターネットで発表された。特に2010年頃から年間の流行語トップ10が発表されるようになり、話題を呼んでいる。例えば、2010年の「给力」、「我爸是李刚」、「恨爹不成刚」、「神马都是浮云」、「羡慕嫉妒恨」、「偷菜」、「富二代」、「团购」、「伪娘」、「秒杀」、2011年の「不差钱」、「躲猫猫」、「低碳」、「裸婚」、「网络钓鱼」、「蜗居」、「蚁族」、「围脖」、「拼爹」、「达人」、「伤不起」、「坑爹」、「卖萌」、「吐槽」、「悲催」、2012年の「正能量」、「躺着也中枪」、「高富帅」、「压力山大」、「接地气」、「赞」、「山寨」、「草根」、「粉丝」、「闪婚」、2013年の「中国梦」、「光盘」、「逆袭」、「女汉子」、「土豪」、「奇葩」、と2014年の「有钱任性」、「暖男」、「萌萌哒」、「活久见」、「累觉不爱」、「醉了」などである。これらのほとんどは若者によって作られ、ネットで伝われているもので、「网络用语」とも言われている。
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  総体的に、中国の流行語は名詞と短い句のような簡潔的な表現方式が多く、副詞と語気詞が少ないという特徴がある。中国の若者たちは直接的で簡潔的な表し方が好きであるようだ。それは、ネット文化そのものの特徴から切り離して考えられない。つまり、ネット文化が時代と社会の発展に従って、素直に若者たちの心理と生活状況を反映していると言えるのである。
4.1　表現内容の特徴　　

  現在、中国の若者たちは和風ものが大好きで、日本人の慣用語と言い方を真似している。日本語の流行語はインターネットを通じてどんどん中国の社会に伝わって、若者たちに使われている。なぜ日本語の流行語はこんなに受け入れやすいかと言えば、それは漫画とテレビ番組の影響のみならず、両国の若者のサブカルチャーにおける共通点と関連性がたくさんあるからだと思われる。表現内容から見ると、両国の流行語がニュース時事と新しく作られた言葉を中心として発展しており、アニメドラマ類と古い言葉に新しい意味を与える類とはかなり異なっていることが分かる。この角度から近年両国流行語の特徴、お互いの影響、若者の言語習慣などを理解することができるはずである。中国で一番多いのは新しく作られた言葉である。そしてこのような新語は、ほとんどが若者によって作られており、インターネット上で伝播している。日本の新語に基づいて再創造されたものもある。例えば、中国の「卖萌」、「萌神」、「感觉自己萌萌哒」という言葉は、2005年の日本の流行語「萌え」に基づいて再創造されたものである。または中国の「地咚」、「树咚」、「沙发咚」という言葉も2014年の日本の流行語「壁ドン」に基づいて作られたものである。したがって、両国流行語の表現内容はかなり繋がりを持つと言える。
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4.1.1　日本の流行語の特徴
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　日本において、毎年重要なニュースと行事についての流行語がたくさんあるが、その一部はニュースから出てきた、社会的問題を反映した言葉である。例えば、「格差社会」、「政権交代」、「特定秘密保護法」という言葉は、その時期の社会の特徴を表している。統計を見てもわかるとおり、日本の流行語の表現内容は社会現象を中心として発展していることが分かる。なお、ほかの種類の流行語は、表現内容から近年の社会問題と若者の心理特徴も読み取れる。そして、流行語になったことにより、言葉の元の性質が変わるという現象も出ている。例えば「お・も・て・な・し」という日本語の流行語は、“もてなす”という動詞の名詞形式である。そもそもは「とりなす、処置する」「取り扱う、待遇する」という意味の日本語であった。そして2013 年9月7日の国際オリンピック委員会（IOC）総会の最終プレゼンテーションで、フリーアナウンサーの滝川クリステルが登壇してフランス語でスピーチをして、最後に放った「お・も・て・な・し」という言葉が、日本社会に根付く歓待の精神として印象づけられたのである。

　口語がよく使われるということも日本の流行語の特徴である。口語がとても便利という特徴があるため、若者に対して簡潔明瞭な印象を与える。そして口語がいろいろな語気詞を含むため、これらの語気詞を通して、自分の気持ちをよく表すことができるし、人々の共感を喚起することができる。したがって、以下のような口語が流行語になっている。例えば、「そんなの関係ねぇ」、「どんだけぇ」、「いい質問ですねぇ」、「ワイルドだろぉ」、「今でしょ」、「ダメよ～ダメダメ」などである。これらは特に大衆によく使われる。
　日本の流行語のもう一つの特徴は、斬新的な言葉を作ることが好きであることではないだろうか。日本人は新しい言葉を作ることが好きだし、新しく作られた言葉を使うことも好きであるようだ。例えば、たくさんお金を持っている人を「金持ち」と呼ぶのではなく「富裕層」と呼ぶ。また、気温が高い日のことを「高温」ではなく「猛暑日」と呼ぶ。要するに、同じ意味の言葉の中で、大衆はいつも新しい話し方が好きなのではないだろうか。その原因を考えると、現代社会の中に刺激を追い求める人がどんどん増えているからではないだろうか。多くの人に深い印象を残すために、できるだけ特別な話し方を使うという原因が考えられる。したがって、新しく作られた言葉は大衆に受け入れられやすいし、伝播のスピードが速い。その中の一部の新語は『現代用語』に採録され、標準的な日本語として認められるようになる。このような特徴から見ると、日本人は創造意識と学習意識が強く、社会時事にあまり関係ない言葉も作ることができると言える。

4.1.2　中国の流行語の特徴
　ネットの普及によって、日本の新語や流行語が中国の社会に大きな影響を与え、若者のあいだに流行した。さらにインターネットを通して、さらに社会にまで広く伝わって、中国の流行語になってくる。その過程において、中国人が自分たちの言語習慣に沿って変えたり増えたり派生したりすることもあるので、元の意味と使い方と違うかもしれないが、それが中国の流行語として認められ、広く使われている現象も存在する。例えば、「～控」「～族」など日本から伝わった流行語である。このような流行語はたくさんの学者の研究的な興味を引いた。「～控」を例とすると、これはそもそも“…が大好き、…に夢中になる”という意味を表しているが、「～控」だけでは意味がなく、別の言葉のあとについて単語になる。それは中国語の類詞綴に似ているので、中国に伝わって、いろいろな派生言葉が誕生した：「香水控」、「萝莉控」、「漫画控」などである。これらの流行語は現代漢語の発展と変化に新たな道を切り開いた。一方、日本人も中国語の流行語の発展に注目する。2011年には「萌」という言葉は日本の漫画によって中国に伝わり、「可愛い」という意味を表わした。中国では普通“卖萌”と言って、「可愛さを示したい」という意味を表わす。ネット流行語の伝播交流を通して、両国の文化も相互に影響し、相互に関連するようになっている。中国語のネット流行語は日本人によって翻訳されたり、日本人に使われたりすることもある。例えば：「躲猫猫」という言葉を「目隠し鬼」と翻訳しているが、実は中国の法律上の欠乏を指摘したとともに、事件の不透明化に対する民衆の疑問と不満を表している。「打酱油」という言葉を「油を買う」と翻訳しているが、しかし、元の意味に新たな意味を与えた、いまは「真面目に何かをするのではなく、おろそかに敷衍する、あるいは、他人につき、大勢で騒ぐ」という意味で広く使われている。
　中国においては、民衆によって作られた流行語も多い。それらは特に若者たちが自分の態度や思想や現実に対する批判と不満などを表すものである。そして、人気テレビ番組やドラマの中の言葉が流行語になった例も多い。それは、近年のドラマやテレビ番組が以前より現実性を重視し、セリフもストーリーも現実問題を反映するようになってきて、民衆の同感を喚起しやすいからである。この結果、民衆たちの間で流行するようになる。例えば「元芳，你怎么看？」、このフレーズは大人気のドラマ「神探狄仁杰」のセリフである。疑問文の形式であり、インターネットで様々な場合に広く引用されている。また、「那些年……」は映画「那些年，我们一起追的女孩」のタイトルの一部である。初恋を叙述した映画が流行したため、観衆の共鳴を引き、懐かしい初恋を代表する代名詞になった。そして、「神马都是浮云」はなんでも構わないという生活態度を表している、このフレーズの流行は現代の若者が現実の残酷さ、人情の欠乏、勉強や仕事へのストレスなどに対する無力感と楽観的な態度を表している。このようにインターネットの普及に従って、若者たちはネット媒介を通していつでもどこでも経済発展、政治改革、社会現象など各方面のことに触れることができる。インターネットサブカルチャーはすでに若者たちの生活の隅々に滲みこんでいる。テレビ番組やニュースや広告などの言葉が一旦人々の共感を喚起して、よく使われたら、それがネットでの流行語になる。これらのネット流行語は言語の一種となり、現実生活における各方面の内容を記載する。インターネットはさまざまな文化や思想などが集まるところであり、独特な文化形式がここで生じやすい。つまり、インターネットサブカルチャーはここで生まれ、変化しつつ、人々に影響を与えていくのである。

　また、中国の流行語はほとんど若者によって作られたものであるから、新しく作られた言葉が最も多く、全体の29％を占めている。表現内容から見ると、中国の流行語はテレビ番組やニュースなどから発生したものが多い。若者は流行語の創造伝播の主体であり、彼らの生活状態と心理的特徴がネットの流行語によって反映されていると言える。つまり、彼らの立場を分析することで、大衆の社会的関心を理解することができるのである。
4.2　使い方　　
　日本も中国も流行語が多いが、その使い方にはかなりの違いがある。なんといっても、流行語は常用的な言葉ではないので、一部の人は耳にするだけで、実際に使うことがない。例えば、お年寄りにとっては、流行語というものは使わないどころか、ほとんど聞いたことがない可能性もある。しかし、若い学生にとっては、流行語はよく聞くものだし、時には口にしたり、インターネット上で使ってみたりするものなのだ。したがって、若者にとっては、流行語を研究し、標準的な日本語と一緒に身につける必要があるものなのだ。もちろん会社などのフォーマルな場所で使うべきでなないかもしれないが、知識として知ることは大切である。さらに、毎日のように発展している社会をよく理解するためにも、流行語を勉強することは役に立つ。

4.2.1　日本の流行語の使い方　　　
　日本の国民性の一つに「集団性」がある。日本人は自分がどの組織に属すべきかを常に意識している。この集団の中で自分の位置づけや役割を明確にしなければ落ち着かない。この「集団性」は流行語の中にも如実に反映されている。そして団体意識が強い日本人は、できるだけ話し方も一致させようとしているのである。　

　「集団性」に関連して、「内外区別」という日本人に特有の意識も流行語に影響を与えている。若者たちは年長のもの、もしくは自分たちのグループとは違うグループに属していると認識した人たちに話すときには、きわめて丁寧な言葉で対応するということを十分に心得ている。自分のグループに属している人たちだけに対して、流行語を使うようである。つまり、日本語では相手や状況に合わせて、会話でも文章でも表現や用語が「使い分け」されることが多いので、敬語や形式的な付き合いが要らない間柄でもこの使い分けは徹底される。それが徹底された結果、若者以外との会話において、間違った敬語や過剰敬語、本来の文法のルールから外れた新語や表現が数々登場する。したがって、若者でも老人でも、もし一人が流行語を使ったら、他の人たちもすぐ使うという現象が現れるのである。

4.2.2　中国の流行語の使い方　　　

　中国における流行語は若者言葉とかネット用語などと言われる。これは、中国の流行語がインターネット上で流行することがほとんどなので、そう呼ばれるし、また、多くの場合、若者しか使わないと思われる。例えば、2015年に「也是醉了」という言葉が流行した。この言葉の登場は、作家・金庸の武俠小説『秘曲笑傲江湖』の主人公・令狐冲のセリフに遡る。冗談好きの令狐冲は、ヨイショの得意な人間について、「私は、他人に媚びへつらうのが上手な人を見ると、全身がムズムズし始め、酔っ払って倒れたくなる」と評した。
　その後、人気オンラインゲーム「英雄連盟」シリーズの熱狂ファンがこのフレーズを使い始めた。相手の技術が酷い場合であれ最高の場合であれ、ゲーマーたちは、喜んで、「ワオ！この技術には完全に参った！」と言った。この言葉は「どうしようもない」「悶々とする」「何とも言えない気持ち」といった微妙な心理状態を示すのに使われ、通常は、ある人物や事物に対して、理屈で説明できない・意思疎通ができない・ツッコめない様子を描写している。つまり、直訳すれば「言葉にできない」「理解できない」「ツッコめない」などと言い換えることができる。2015年の登場以来、この言葉は若者たちによく使われているが、老人たちにはその意味が全然分からず、見たまま「酒に酔う」という意味だと思われている。この例からも分かる通り、中国の流行語は若者の流行語である。中国の若者たちは独自の文化を形成しているから、流行語はその「若者文化」を反映し、現代の若者の特性を示しているというわけである。

5.社会現状の分析　　
　日中両国の民衆、特に中国の民衆はインターネットを通じて自分の気持ち、心理、思想などを直接に表しているので、インターネットは現実生活における民衆の思いを反映する一番効果的な場所になってきた。これまで述べてきたように、中日両国のネット流行語は言葉の構成上で、似た特徴を反映している。例えば、中国語の流行語も日本語の流行語も消極的、批判的、もしくは皮肉な言葉を使って感情や現象を描いたり、誇張した修辞方法を使って、言葉を生き生きとしたりする特徴を持っている。そして、言葉の構成方法を変えて新たな言葉を創造することもあるし、構成方法を変えず、元の言葉に新たな意味を与えることもある。

　このような生き生きとした表現方式が両国若者たちの生き生きとした創造力を体現していると思う。流行語は主流文化の補充として、時代の特色を表現し、より現実生活に近づき、新鮮な物事についての表現も直接的で、伝わるスピードも速い。つまり、インターネットサブカルチャーを通じて、もっと直接的、真実的、全面的に日常生活の一切の活動と変化を覗くことができるのである。
5.1　社会方面の関心
　ここ十年の流行語から見ると、これまでも政治がらみの言葉がノミネートされることはあったが、2015年はノミネート作品全体の5分の1以上を政治ものが占め、その中には政権に対する批判的な言葉も多い。これは中国ではありえないことである。もし同じようなことがあれば、中国政府はそのサイトを封鎖してしまうであろう。ただ、日本ではこれが可能である。

　そして2015年の「ユーキャン新語・流行語大賞」の候補50語に、安倍晋三首相や安保関連法案に関連する言葉がずらりと並んだ。これまでも政治がらみの言葉がノミネートされることはあったが、今年は5分の1以上を占め、政権に対し批判的な言葉も多い。ネットでは選考委員の顔ぶれから「政治的思想の偏りを感じる」という声が上がり、2015年 11月10日放送の「爆笑問題カーボーイ」（TBSラジオ）で太田光さんも「多すぎるだろ、そんなにはやってない」と疑問を口にしていた。
　例年、政治家の発言や国会での話題など政治がらみの言葉は選ばれているが、多くても5語ほどであった。批判的なものを含め14語を選出した2015年の突出ぶりに、ツイッターでは「政治的主義主張を流行語と言われるとすごく違和感」「自民党批判のことばっかり…それ流行語じゃないでしょ」「なんで政治とか荒れそうなもの入れるんだろ」といった意見が書き込まれている。ネットでは選考委員会の顔ぶれが影響しているのではないか、と見る向きもある。2015年11月11日J-CASTニュース で、「ユーキャン新語・流行語大賞」事務局によると、発表された50語について、すでに複数の問い合わせが寄せられている。「政治関連が多すぎる」「政治的に偏りがあるのではないか」などの内容だったという。例えば、2014年の大賞「集団的自衛権」や13年の候補「アホノミクス」など、これまでも政権に批判的な言葉が選ばれてきた。日本社会には、どの年齢層でも、いつも政治に関心を持っていることが読み取れる。それ以外に、若者たちはテレビ、ドラマ、アニメ、外国語などにいろいろな関心を持っている。
5.2　社会への影響　　
　流行語は社会の発展によって派生したものであり、同時に社会に反作用がある。例えば、2010年の流行語「イクメン」は、2010年6月17日に厚生労働省が「働く男性が育児をより積極的に楽しみ、育児休業を取得できるよう」という目的をもって、「イクメンプロジェクト」をスタートしたものである。この新語の流行につれて、大衆は政府の積極的な取り組みの背景にあるのが、男性の育休取得率が低迷だということを知るようになった。

王凌氏の「透过流行语看现代日本」によると、男性の育休取得率は、2007年度で1.56％、2008年度で1.23％、2009年度1.72％しかない（厚生労働省平成19年度、20年度、21年度「雇用均等基本調査」による）。国が「イクメン」という新しいムーブメントを作り出し、率先して「イクメン」を応援している日本政府の積極的な取り組みを評価したい。この流行語の裏にあるのが、男性にとっても女性にとっても「仕事」と「家族」が両立できる環境づくりへと大きな一歩を踏み出しているということなのである。男女が共同して仕事も家庭も互いに支え合うことを好ましいものとして受け入れる社会的土壌を整えようという姿勢が新時代に相応しい新しい形での共存・共生社会の構築およびワーク・ライフ・バランス（仕事と家庭の調和）の実現に重要な働きをするに違いない。

現代文化の伝播手段として、ネット流行語は言語構成が様々で、内容も生き生きとしており、現実生活の正体を概括的に表している。つまり、伝統文化の表現形式に対して、ネット流行語の表現内容も豊富で面白みも増えているし、元の方式より簡潔になったが、想像空間と話す空間を意外に拡大させているのである。

6.おわりに　　
　流行語はその時代に適応したものであり、特徴を持っている。その一方で、流行語は標準的な日本語から離れているところがあるので、正しい日本語ではないという争論を招く。国語教育のまずさが原因ではないかという意見や、国語教育に反省を求めるような声も出ている。

　実際に流行語を使っている若者の心理には、不安や自信のなさがあって、それでもなんとか個性的になりたいという気持ちがある。流行語の最も大きな目的は、それはやはり仲間意識を持ちたいと言うことに集約される。言葉は生き物であるから、流行語も速いスピードで発展し、また、強調、情緒的、誇張、接尾語の使用、形容語感動語の使用など新しい傾向を表している。

　流行語はよいものか、悪いものか、ということについては、人によって違う意見があり、一言で結論を出すことは難しい。若者はいつまでも若者ではない。したがって、ずっと気の合う同世代の仲間たちとだけ付き合っているわけにはいかない。学校を卒業して、社会に出ると、多様な人間関係の渦に巻き込まれることになる。その中で仲間内と同じように流行語を使って話をすることは好ましいことではない。つまり、標準的な日本語、しいては敬語を使う必要が出てくる。

　とはいっても、流行語は社会の進歩によって作られたものであるから、その時代を理解するためには必要不可欠なものである。流行語を知ることで、時代を、社会を知ることができる。流行語は社会の積極的な一面を示しているのである。

　言葉は人間の生活に欠かせないものであり、それが社会を反映している。そして、社会の発展につれて言葉も変化に豊むようになる。流行語は現代日本語の一部として急に発展しており、今後もますます注目されていくものであろう。中国でも同様である。したがって、これからの日本語そのものの研究に対しても、日常生活のコミュニケーションに対しても、大きな影響があるはずである。今後も流行語に対しての関心を持ち続けていきたいと考えている。
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